
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
中
央
本
部

は
、
３
月
14
日
（
木
）
か
ら

３
月
15
日
（
金
）
を
春
闘
の

ヤ
マ
場
に
設
定
し
、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
１
万
円
と
夏
季
手
当

3.0
ヶ
月
分
を
要
求
し
、
会
社

と
の
団
体
交
渉
を
重
ね
た
。

北
九
州
支
部
で
は
、
各
分

会
と
連
携
し
、
檄
布
の
作
成

や
春
闘
署
名
の
取
り
組
み
を

実
施
し
、
中
央
本
部
に
対
し

て
「
檄
」
を
送
っ
た
。

団
体
交
渉
で
は
、
昨
年
８

月
に
集
約
し
た
人
事
・
賃
金

制
度
の
改
正
で
、
産
業
間
格

差
の
是
正
や
直
近
の
物
価
高

騰
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
、
離
職
に
も
未
だ
歯

止
め
が
か
か
っ
て
お
ら
ず
人

財
の
確
保
・
定
着
と
採
用
競

争
力
強
化
に
向
け
た
人
へ
の

投
資
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回

復
を
成
長
軌
道
に
回
復
さ
せ

て
き
た
組
合
員
の
協
力
に
報

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

な
ど
を
強
く
主
張
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
会
社
は
、

終
始
人
事
・
賃
金
制
度
改
正

に
お
け
る
基
本
給
引
き
上
げ

と
定
期
昇
給
分
を
加
味
す
れ

ば
一
定
以
上
の
賃
金
引
上
げ

が
あ
る
と
の
主
張
を
繰
り
返

し
、
我
々
の
主
張
で
あ
る
物

価
上
昇
に
負
け
な
い
賃
金
引

き
上
げ
と
組
合
員
へ
の
労
苦

に
酬
い
る
べ
く
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
が
必
要
と
の
考
え
は
平
行

線
を
辿
り
、
賃
金
制
度
改
正

の
更
な
る
上
積
み
は
最
後
ま

で
引
き
出
す
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
。

夏
季
手
当
に
つ
い
て
は
、

第
３
四
半
期
決
算
が
好
調
な

成
績
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
の

間
の
組
合
員
へ
の
頑
張
り
に

酬
い
る
事
を
踏
ま
え
、
交
渉

を
重
ね
た
結
果
、
昨
年
の
夏

季
手
当
を
上
回
っ
て
年
末
手

当
と
同
月
数
の
2.5
ヶ
月
分
の

回
答
を
引
き
出
す
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
一
時
金
20
万

円
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き

た
。ま

た
、
勤
務
・
賃
金
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
、
育
児

世
代
か
ら
強
く
求
め
ら
れ
て

き
た
「
育
児
を
行
う
た
め
の

勤
務
措
置
の
対
象
者
の
見
直

し
」
、
「
養
育
休
暇
の
使
用

単
位
の
見
直
し
」
は
、
一
定

の
改
善
を
図
る
こ
と
が
出
来

た
。組

合

員

の

声

「
せ
め
て
、
前
回
の
春
闘
で

新
人
事
・
賃
金
制
度
の
先
行

分
で
あ
っ
た
３
千
円
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
を
勝
ち
取
っ
て
ほ

し
か
っ
た
」
（
30
代
乗
務
員
）

「
ベ
ア
が
取
れ
な
か
っ
た
の

は
残
念
だ
が
、
夏
季
手
当
は
、

2.5
ヶ
月
分
と
一
時
金
20
万
円

を
考
慮
す
る
と
、
夏
季
手
当

に
つ
い
て
は
満
額
回
答
と
言
っ

て
も
良
い
結
果
だ
と
思
う
。

組
合
の
頑
張
り
に
感
謝
し
た

い
」
（
40
代
工
務
）

「
新
賃
金
で
よ
う
や
く
他
企

業
の
賃
金
に
追
い
つ
き
つ
つ

あ
っ
た
が
、
他
の
大
手
企
業

も
高
額
ベ
ア
回
答
を
し
て
い

る
た
め
、
結
局
賃
金
格
差
が

縮
ま
ら
な
か
っ
た
。
ベ
ア
は

絶
対
に
必
要
で
あ
っ
た
と
思

う
」
（
20
代
駅
）

「
こ
ど
も
が
ま
だ
小
さ
い
の

で
、
育
児
制
度
の
時
短
勤
務

や
深
夜
帯
勤
務
免
除
の
対
象

拡
大
は
、
率
直
に
言
っ
て
あ

り
が
た
い
。
時
短
勤
務
に
つ

い
て
も
、
小
学
校
卒
業
ま
で

活
用
で
き
る
よ
う
、
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
」

（
30
代
駅
）

北
九
州
支
部
で
は
、
３
月

20
日
（
水
）
、
Ｋ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル

に
お
い
て
、
支
部
委
員
会
に

代
わ
る
拡
大
分
会
代
表
者
会

議
を
開
催
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
支
部
委

員
会
を
開
催
す
る
と
こ
ろ
で

は
あ
る
が
、
規
約
に
よ
り
拡

大
分
会
代
表
者
会
議
に
て
代

え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
北
九
州

支
部
で
は
分
会
の
負
担
軽
減

等
の
観
点
か
ら
拡
大
分
会
代

表
者
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。

会
議
は
、
山
田
支
部
委
員

長
と
川
﨑
本
部
執
行
委
員
の

挨
拶
に
始
ま
り
、
そ
の
後
次

期
北
九
州
市
議
会
議
員
選
挙

に
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る

地
域
本
社
分
会
の
山
田
大
輔

氏
が
挨
拶
を
し
た
。

執
行
部
か
ら
、
２
０
２
４

春
闘
を
含
む
こ
れ
ま
で
の
経

過
報
告
、
当
面
す
る
活
動
方

針
案
、
暫
定
予
算
案
、
諸
規

則
の
改
正
に
つ
い
て
提
起
が

さ
れ
た
。

諸
規
則
の
改
正
で
は
、
来

月
に
実
施
さ
れ
る
折
尾
工
務

所
の
設
置
と
、
駅
直
営
化
に

伴
う
エ
リ
ア
制
度
化
に
基
づ

い
た
分
会
体
制
の
見
直
し
が

提
起
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
採
決
で
は
、
全

て
の
議
案
に
対
し
て
満
場
一

致
の
拍
手
で
可
決
さ
れ
、
８

月
の
定
期
大
会
ま
で
の
当
面

す
る
活
動
、
諸
規
則
の
改
正
、

暫
定
予
算
が
決
定
し
た
。
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ト
ラ
イ

更
な
る

上
積
み
の
ベ
ア
な
し

夏
季
手
当
は
2.5
ヶ
月
分
＋
一
時
金
20
万
円

北
九
州
支
部

拡
大
分
会
代
表
者
会
議
を
開
催

２０２４

春季生活闘争妥結

各分会から寄せられた檄文を元に作られた檄布

３
月
４
日
（
月
）
、
小
倉
北
区
の
コ

ロ
ナ
ワ
ー
ル
ド
に
お
い
て
、
連
合
福
岡

北
九
州
地
協
主
催
の
「
春
闘
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

北
九
州
支
部
か
ら
は
、
島
本
副
委
員

長
と
瀧
本
執
行
委
員
、
門
司
車
掌
区
分

会
か
ら
熊
谷
さ
ん
、
猿
渡
さ
ん
、
迎
さ

ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
「
春
闘
勝
利
に
む
け
て
ス

ト
ラ
イ
ク
を
！
」
と
の
意
気
込
み
の
中
、

日
頃
触
れ
合
う
こ
と
の
少
な
い
他
企
業

の
方
と
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
汗
を
流
し
つ
つ
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

結
果
、
個
人
の
部
で
熊
谷
さ
ん
が
７

位
入
賞
の
優
秀
な
成
績
を
納
め
ら
れ
ま

し
た
。

連合福岡北九州地協
春闘ボウリング大会開催
門司車掌区分会の熊谷さんが７位入賞

北九州支部 ゴールデンウィーク期間休業のお知らせ

北九州支部では、以下の期間ゴールデンウィーク休業期
間として、支部を閉鎖いたします。※職員はいません。

緊急時等は、分会役員か支部役員までお知らせください。

４月２７日㈯⇒５月６日㈪


